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商 業商 業商 業商 業

１１１１ 学習指導学習指導学習指導学習指導とととと評価評価評価評価のののの工夫工夫工夫工夫・・・・改善改善改善改善

教科「商業」の学習においては、商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識・技術の

習得とともに、ビジネスの諸活動に対し、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、問題を

解決できる資質や能力の育成を図る必要がある。

学習指導に当たっては、個別指導やグループ別指導、ティーム・ティーチングなど、個

々の生徒の理解力や習熟度などに応じたきめ細やかな指導を行うとともに、調査・研究、

発表・討論など ビジネスの諸活動に関する体験的な学習や問題解決的な学習を通して、、

学習指導要領に示された基礎的・基本的な内容の確実な定着を図るとともに、個に応じた

指導を充実させることが大切である。

評価に当たっては、目標に準拠した評価を適切に行うため、生徒の学習の到達度を客観

、 、 、的に評価するための適切な評価規準を作成するとともに ペーパーテスト ワークシート

レポートなど様々な評価方法の中から、生徒の学習活動の場面に応じて、的確に評価でき

。 、 、 、る方法を選択することが重要である また 評価の結果によって その後の指導を改善し

さらに新しい指導の成果を再度評価するという、指導に生かす評価を工夫するとともに、

評価規準や評価方法について絶えず見直しを行うことが必要である。

２２２２ 評価方法評価方法評価方法評価方法のののの改善改善改善改善・・・・充実充実充実充実

(1) 評価計画表の作成

ア 作成上の留意点

○ 科目の目標、内容及び指導計画に基づいて、単元ごとに観点別の評価規準を設定

すること。なお、次に示す評価計画表の例にある観点別の評価規準は 「おおむね、

満足できると判断される」状況（Ｂ）を例示したものである。

○ 各単元について、学習活動における具体の評価規準を設定すること。

○ 評価活動は、各単元だけでなく、各学期、年間と継続されていくものであること

から、評価計画は、各単元、各学期、年間にわたって作成すること。

○ 評価の手段や方法を具体的に示すこと。

○ 評価活動が学期末に偏ることのないよう、評価の時期を工夫したり、学習の過程

における評価を一層重視したりするなど評価の場面について工夫すること。

イ 評価計画表の例

科目名 ビジネス基礎 大単元名 経済生活とビジネス

科 目 名 ビジネス基礎

大 単 元 名 経済生活とビジネス

単 元 の 目 標 ・ 生産・流通・消費という経済の仕組みと、その担い手である家計・企業・政府の関係
について理解させるとともに、企業が行う経済的諸活動の総称であるビジネスの意義や
役割について、身近な事例を取り上げて理解させる。

・ 我が国におけるビジネスの発展について、国際化、情報化、サービス化、科学技術の
進展等、経済を取り巻く環境の変化と関連させて理解させる。また、地球環境問題、エ
ネルギー問題への対応など新たなビジネスの課題についても触れ、ビジネスの創造の重
要性について理解させる。

・ ビジネスの諸活動を主体的、合理的に行うための望ましい人間関係、社会性、倫理観
など豊かな人間性と主体性、自己責任の観念、独創性などの創造的な能力を身に付ける
ことの重要性に触れ、ビジネスに対する心構えについて理解させるとともに、起業家精
神や企業経営に関する理念を取り上げて、ビジネスに対する望ましい考え方について理
解させる。
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評 価 の 観 点 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

「経済生活とビジネス」 経済生活とビジネスの ビジネスの役割やその ビジネスの役割やその 経済生活とビジネスの
の評価規準 かかわりに関心をも 発展及びビジネスに対 発展及びビジネスに対 かかわりに関する基礎

ち、ビジネスの役割と する心構えについて、 する心構えについて、 的・基本的な知識を身
その発展について、意 経済社会の一員として 様々な資料を活用して に付け、経済の仕組み
欲的に調べたりまとめ 様々な角度から考察す 把握し具体的に説明す やビジネスの役割とそ
たりしようとするとと るとともに、基礎的・ るとともに、ビジネス の発展及びビジネスに
もに、ビジネスに対す 基本的な知識を活用し に対する基本的な心構 対する基本的な心構え
る心構えを身に付けよ てビジネスに関する諸 えを身に付け実践する｡ を理解している。
うとする。 問題を見付けている。

「ビジネスの役割」、 ・ビジネスの役割に関 ・生産・流通・消費と ・生産・流通・消費と ・ビジネスの役割に関
「ビジネスの発展」、 心をもち、生産・流 いう経済を支える仕 いう経済を支える仕 する基礎的・基本的
「ビジネスに対する心構 通・消費という経済 組みとビジネスの意 組みとビジネスの意 な知識を身に付け、
え」の評価規準の具体例 を支える仕組みとビ 義や役割について、 義や役割について、 生産・流通・消費と

ジネスの意義や役割 様々な角度から考察 様々な資料を活用し いう経済を支える仕
について、身近な事 するとともに、基礎 て把握するととも 組みとビジネスの意
例を意欲的に調べた 的・基本的な知識を に、身のまわりの経 義や役割を理解して
りまとめたりしよう 活用して経済の担い 済生活と結び付けて いる。
とする。 手である家計・企業 具体的に説明する。

・政府の関係をとら
えている。

・ビジネスの発展及び ・経済を取り巻く環境 ・経済を取り巻く環境 ・ビジネスの発展及び
新たな課題に関心を の変化とビジネスの の変化とビジネスの 新たな課題に関する
もち、経済を取り巻 発展について、身の 発展について、様々 基礎的・基本的な知
く環境の変化との関 まわりの経済生活を な資料を活用して把 識を身に付け、経済
連及びそれに伴う諸 通して考察するとと 握し具体的に説明す を取り巻く環境の変
課題について、意欲 もに、基礎的・基本 るとともに、ビジネ 化との関連及び、ビ
的に調べたりまとめ 的な知識を活用して スの諸課題を見付け ジネスの創造の重要
たりしようとする。 それに伴う諸課題に 出す力を身に付けて 性を理解している。

気付いている。 いる。
・ビジネスに対する心 ・ビジネスの諸活動を ・ビジネスの諸活動を ・ビジネスに対する心

構えに関心をもち、 遂行するために必要 遂行するために必要 構えに関する基礎的
ビジネスの諸活動を な豊かな人間性や創 な豊かな人間性や創 ・基本的な知識を身
遂行するためには豊 造性及び心構えにつ 造性について、様々 に付け、ビジネスの
かな人間性や創造性 いて、様々な角度か な資料を活用して把 諸活動を遂行するた
及び心構えが大切で ら考察するととも 握し具体的に説明す めに豊かな人間性や
あることに気付き、 に、基礎的・基本的 るとともに、基本的 創造性及び心構えが
意欲的にそれを身に な知識を活用して経 な心構えを身に付け 大切であることを理
付けようとする。 済社会の一員として 実践する。 解している。

ビジネスに対する望
ましい考え方をとら
えている。

中単元 小単元 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

ビジネスの 国際化とビ ・国際化がビジネスの ・国際化に伴いビジネ ・国際化とビジネスの ・国際化に対応したビ
発展 ジネス 発展に果たした役割 スの形態が変化した 発展とのかかわりに ジネス活動を行うた

（２時間） について意欲的に調 ことによる諸課題を ついて、適切に表現 めに必要な知識を身
べたり、まとめたり 見付けている。 することができる。 に付けている。
しようとする。

【○自己評価 票】 【○自己評価票】 【◎ワークシート】 【◎小テスト】
【○行 動 観 察】 【◎ワークシート】
【◎ワークシート】

情報化とビ ・情報化がビジネスの ・情報化に伴いビジネ ・情報化とビジネスの ・情報化に対応したビ
ジネス 発展に果たした役割 スの形態が変化した 発展とのかかわりに ジネス活動を行うた
（２時間） について意欲的に調 ことによる諸課題を ついて、適切に表現 めに必要な知識を身

べたり、まとめたり 見付けている。 することができる。 に付けている。
しようとする。

【○自己評価 票】 【○自 己評価票】 【◎ワークシート】 【◎小テスト】
【○行 動 観 察】 【◎ワークシート】
【◎ワークシート】

サービス経 ・サービス経済化がビ ・サービス経済化がも ・サービス経済化とビ ・サービス経済化に対
済化とビジ ジネスの発展に果た たらしたビジネスの ジネスの発展とのか 応したビジネス活動
ネス した役割について意 諸課題を見付けてい かわりについて、適 を行うために必要な
（２時間） 欲的に調べたり、ま る｡ 切に表現することが 知識を身に付けてい

とめたりしようとす できる。 る。
る。

【○自己評価 票】 【○自 己評価票】 【◎ワークシート】 【◎小テスト】
【○行 動 観 察】 【◎ワークシート】
【◎ワークシート】

科学技術の ・科学技術の進歩がビ ・科学技術の進歩に伴 ・科学技術の進歩とビ ・科学技術の進歩が、
進展とビジ ジネスの発展に果た いビジネスの形態が ジネスの発展とのか ビジネスの発展に与
ネス した役割について意 変化したことによる かわりについて、適 えた影響について理
（２時間） 欲的に調べたり、ま 諸課題を見付けてい 切に表現することが 解している。

とめたりしようとす る。 できる。
る。

【○自己評価 票】 【○自 己評価票】 【◎ワークシート】 【◎小テスト】
【○行 動 観 察】 【◎ワークシート】
【◎ワークシート】

ビジネスの ・ビジネスの発展が私 ・ビジネスの発展よる ・ビジネスの発展に伴 ・ビジネスの発展が、
発展がもた たちの生活にもたら 地球環境問題やエネ う諸課題への取り組 私たちの生活に与え
らした諸課 した様々な課題につ ルギー問題などの諸 みについて、適切に た影響について理解
題 いて意欲的に調べた 課題を見付けている。 表現することができ している。
（２時間） り、まとめたりしよ る。

うとする。
【○自己評価 票】 【○自 己評価票】 【◎ワークシート】 【◎小テスト】
【○行 動 観 察】 【◎ワークシート】
【◎ワークシート】

※ 【 ：評価方法を表す。 ◎：単元の評価の総括の資料とすることを示す。 ○：単元の評価の総括の資料としないことを示す。】
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(2) 観点別評価の進め方

ア 考え方

小単元「国際化とビジネス」について 「学習活動における具体の評価規準」に照、

らして 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価される具体例及び「努力、

」 （ ） 。を要すると判断される 状況 Ｃ と評価される生徒への指導の手だての例を次に示す

「 」 （ ）学習 活動に おける具 「十分満足できると判断される」状況 努力を要すると判断される 状況 Ｃ

体の評価規準 （Ａ）と評価される具体例 と評価される生徒への手だて

、 、
関心

国際 化がビ ジネスの ビジネスと国際化との関係について、 衣食住など 身近で具体的な商品を例に

発展 に果た した役割 自分の生活の変化を例にあげてまとめ その製造、販売などの過程を調べさせ、
・

につ いて意 欲的に調 ることができるとともに、国際化がも 国際化が進んでいることを実感させると
意欲

べた り、ま とめたり たらした課題について、自分のことと ともに、まとめさせる。また、課題に気
・

しよ うとす る。 して受け止め、解決に向けた方策につ 付かせるよう助言し、解決策を考えさせ
態度

いて調べようとしている。 る。

国際 化に対 応したビ 国際化が進展した様々な要因を理解す 身近にある国際化について気付かせ、国
知識

ジネ ス活動 を行うた るとともに、国際化に対応した、新た 際化に至った原因や今後を予想させると
・

めに 必要な 知識を身 なビジネスを創造するための知識を身 ともに、国際化とビジネス活動の変化の
理解

に付けている。 に付けている。 経緯を整理させる助言を行う。

イ 評価方法の具体例

(ｱ) 小テストによる評価方法

［具体の評価規準及び評価の観点］

・ 国際化に対応したビジネス活動を行うために必要な知識を身に付けている。

【知識・理解】

［評価方法］

・ 小テストの解答内容の点検・分析

［作問上の留意事項］

・ 正答すれば「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）と評価できる問

題（Ｂ問題）を１問、正答すれば「十分満足できると判断される」状況（Ａ）

と評価できる問題（Ａ問題）を２問の計３問で構成している。

［評価の実際］

・ 「Ａ」と評価する場合 全問正答のとき

・ 「Ｃ」と評価する場合 設問２、３のいずれもが誤答で、なおかつ、設問１

の正答が70％に満たないとき

・ 「Ｂ」と評価する場合 上記以外のとき
「ビジネスの発展」小テスト 〔 〕年〔 〕組〔 〕番 氏名〔 〕

１ 「国際化とビジネス」に関する次の文を読み設問に答えなさい。

ビジネスでは、( )が進み、人・商品・資金・情報などが( )を越えて、自由に行き来するよう国際化 国境

になりました。

( )や原材料費などの( )が安価な外国に工場を建て、( )向けの製品を生産、輸出した人件費 生産コスト 日本

り、日本国内に外国企業が進出したりしています。最近では、外国企業との( )や合併を行い、国際提携

的なグループを形成することで( ）を高めようとしています。競争力

地球規模で( )や ( )を持つビジネスは、それぞれの国の事情や文化・慣習を理解し、相互協生産地 消費地

力や( )の関係を保持しながら行うことが求められています。協調

設問１ （ ）に当てはまる語句を答えなさい （Ｂ問題）。

、 。設問２ 国際的なビジネスにかかわっている企業名 具体的なビジネス活動の変化について説明しなさい

（Ａ問題）

［回答例］ 調味料の製造会社

宗教や食生活の違いなどを考慮し、消費国に現地法人を設立し、原材料や製造方法を変える

などして、製品化し販売している。

設問３ 国際的なビジネスが発展したことによる問題点を示しなさい （Ａ問題）。

［回答例］ 産業構造の変化

外国に生産工場を設けたことで、国内の中小規模の製造業の経営が困難になり、第２次産業

の就業人口の割合が減少することとなった。

、 「 」 「 」 。※ この小テストは 大単元 経済生活とビジネス の中の小単元 国際化とビジネス に関するものである
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(ｲ) 自己評価票による評価方法

［具体の評価規準及び評価の観点］

・ 情報化がビジネスの発展に果たした役割について意欲的に調べたり、まとめ

たりしようとする 【関心・意欲・態度】。

・ 情報化に伴いビジネスの形態が変化したことによる諸課題を見付けている。

【思考・判断】

［評価方法］

・ 自己評価票の記入内容の点検・分析

［評価の実際］

・ 設問１、設問３、設問５では、生徒自身が自分の学習を振り返ることで、自

ら学ぶ意欲や自己の能力・適性を確認できるようにする。

・ 設問２では 【関心・意欲・態度】について 「ビジネスの発展に大きな役、 、

割を果たした情報化に関して、興味や疑問を持った事柄について、課題を見付

け、そのことを解決しようと意欲的に記述している」ことを評価する。

・ 設問４では 【思考・判断】について 「今後情報化が進展したときに、ビ、 、

ジネス活動がどのように変化するかを、これまで学んだ知識を踏まえて自己の

考えを記述している」ことを評価する。

・ 自己評価の結果が教師の観察と大きくかけ離れる場合には、自己評価票にコ

メントを記し、客観的な学習の振り返り方や自己評価の意味について個別に指

導し、自己評価力を高めるように指導する。

〔 〕 〔 〕 〔 〕 〔 〕「 」ビジネスの発展 自己評価票 年 組 番 氏名

＊ この単元の学習について、あなた自身の学習活動を振り返ってみましょう。

【情報化とビジネス】

設問１ 情報化とビジネスの関係についてわかりましたか。

４ とてもよくわかった

３ だいたいわかった

２ あまりよくわからなかった

１ ほとんどわからなかった

設問２ 情報化とビジネスの関係について、どのような事柄について興味や疑問を持ちましたか。

設問３ 情報化がビジネスを発展に果たした役割について興味が持てましたか。

４ とても興味を持った

３ 少し興味を持った

２ あまり興味が持てなかった

１ ほとんど興味が持てなかった

設問４ 情報化の進展により、今後ビジネス活動はどのように変わると思いますか。

設問５ 情報化に関するワークシートには積極的に取り組みましたか。

４ 自ら進んで積極的に取り組んだ

３ 与えられた課題はきちんとこなした

２ あまり積極的に取り組まないときがあった

１ ほとんど取り組まなかった

、 「 」 「 」 。※ この自己評価票は 大単元 経済生活とビジネス の中の小単元 情報化とビジネス に関するものである
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(ｳ) ワークシートによる評価方法

［具体的な評価規準及び評価の観点］

・ サービス経済化がビジネスの発展に果たした役割について意欲的に調べた

り、まとめたりしようとする 【関心・意欲・態度】。

・ サービス経済化がもたらしたビジネスの諸課題を見付けている 【思考・判。

断】

・ サービス経済化とビジネスの発展とのかかわりについて、適切に表現するこ

とができる 【技能・表現】。

［評価方法］

・ ワークシートの記入内容の点検・分析

［評価の実際］

・ 様々な文献やメディアを通して資料を収集し、調べ、考察する学習活動に参

加する態度やワークシートの取組の様子を机間巡視しながら評価する。

・ ビジネスの発展に伴う諸課題の原因や対応への考え方、今後のビジネスの在

り方などについて、積極的に理解し、ワークシートにまとめ上げたかを評価す

る。

・ これまでの学習内容を踏まえて、分かりやすくまとめ上げる工夫をしている

場合 「十分に満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する。、

・ 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒については、頻

繁に発問するなどして、授業への集中や積極的な参加を促す。また、個別指導

等を通して、社会の変化とビジネスの発達との関係について、生徒自らの生活

と関連させることにより、興味・関心を高めさせる指導を行う。

サービス経済化とビジネス 評価と

年 組 番・氏名 の関連

１ サービス経済化が進展した要因と、それに関連するビジネスを調べてまとめよう。

関心［回答例］

・① 労働時間の短縮や家事労働の合理化に伴う余暇の増大による、旅行やレジャー、スポー

意欲ツ、 健康食品関連、物品賃貸業（レンタルビデオショップ）など

・② 女性の社会進出による、外食や家事代行業、食材の配送やクリーニング業など

態度③ 高齢者の増加による、介護サービスや老人ホームなど

④ 生活スタイルの変化による、スーパーマーケットの営業時間延長や各種代行サービスなど

⑤ 企業のコスト削減と業務の効率化による、事務用機器レンタル業、専門的知識を有する人材の

派遣業、ビル管理業、各種代行業など

２ サービス経済化が進展した理由を考えてみよう。

思考［回答例］

・日本の経済の発展に伴い社会が成熟した結果、日本人の価値観・幸福感が多様化し、物質

判断への満足だけでなく、多様で質の高いサービスを求めるようになった。企業がこのような消

費者の要望に応えるようになったことで、サービス経済化が進展した。

３ １０年後には、どんな新しい職業が誕生しているか考えてみよう。

(1) これから誕生すると考えられるサービス 技能

・［回答例］

表現独居老人の消費動向を把握した、コンビニエンスストアによる宅配サービス

(2) (1)の新サービスが誕生すると考えた理由

［回答例］

高齢者の増加と購買方法の多様化

※ このワークシートは、大単元「経済生活とビジネス」の中の小単元「サービス経済化とビジネス」に関するものである。
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(3) 観点別評価の総括

ア 総括の場面

観点別学習状況については、学習活動における具体の評価規準など、個々の評価規

準に照らして学習の実現状況を評価し、得られた評価結果を基に、単元全体の実現状

況をまとめ、さらに学期や学年の単位で学習の実現状況をまとめていく。

したがって、観点別学習状況の評価の総括の場面としては、単元における観点ごと

の評価の総括、学期末における観点ごとの評価の総括、学年末における観点ごとの評

価の総括が考えられる。

イ 単元における観点ごとの評価の総括

観点別評価を総括する方法については、各学校で工夫することになるが、次に例を

示す。

(ｱ) 「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価する数が、その観点における

学習活動の具体の評価規準に照らして評価した結果の半数以上であれば （Ａ）と、

する。ただし 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価する数が半数ある、

場合を除く。

(ｲ) 「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価する数が、その観点における学

習活動の具体の評価規準に照らして評価した結果の半数以上であれば （Ｃ）とす、

る。ただし （Ａ）と評価する数が半数ある場合を除く。、

(ｳ) 上記以外及び（Ａ （Ｃ）と評価する数がともに半数ある場合は（Ｂ）とする。）、

ウ 学期末及び学年末の評価ヘの総括

学期末における総括については、単元ごとの評価結果をもとに行う場合のほか、単

元ごとの評価結果からではなく 単元の中の「学習活動における具体の評価規準」に、

照らして行った評価結果から直接行う場合も考えられる。

いずれの場合も、学期末における観点別学習状況の評価を導く総括は、単元におけ

る観点ごとの評価の総括と同様の考え方で行うことができる。

学年末における総括については、単元における観点ごとの評価結果をもとに行う場

合、単元の中の「学習活動における具体の評価規準」に照らして行った評価結果から

直接行う場合、各学期末における評価結果をもとに行う場合が考えられる。

いずれの場合も、学年末における観点別学習状況の評価を導く総括は、単元におけ

る観点ごとの評価の総括と同様の考え方で行うことができる。

エ 観点別学習状況の評価の評定への総括

観点別学習状況の評価を評定に総括する方法については、例えば 「関心・意欲・、

態度 「思考・判断 「技能・表現 「知識・理解」のそれぞれが「Ａ、Ａ、Ａ、」、 」、 」、

Ａ」であれば「５ 「Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｂ」であれば「３」などとする方法のほか、観」、

点ごとに重みを付ける方法など、様々な方法が考えられる。学校における指導の重点

や評価方法等を踏まえ、適切な方法を定めておくことが必要である。


